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#19-06 

【３月１６日～３１日】 

〔モルドバの報道をもとに作成〕 

平成31 年4 月2 日 

在モルドバ大使館 
 

【主な出来事】 

●２月の議会選挙後の初議会が招集された。主要３党の社会党，民主党，選挙ブロックＡＣＵＭによる連立協議に進

展が見られず，新政権発足の目処は立っていない。 

●２月の生産者価格，公的対外債務，国外からの外貨送金は減少。財政収支の赤字は拡大。 

 

１．内政 

議 会 

▼初議会の招集 

・２０日，ドドン大統領は，2 月に行われた議会選挙後の

初議会を 21 日に招集する大統領令に署名した。 
・２１日，議会選挙後の初議会が招集された。会合開会に

当たり憲法裁判所判事より，１０１名の議会議員が有効に

選出された旨宣言された。 
・冒頭スピーチを行ったドドン大統領は，「今後について

協議するため近く各議会会派を大統領府に招致する。自

分は，政党間の協議の結果としての政府であれば，それ

が如何なる形であっても認める用意があるが，それが議

員の政党間の移籍という正当でない形で形成されるので

あれば認めない。移籍議員による政府の形成よりも早期

選挙で国民の真を問うことが良いと考える。」旨述べた。 
・引き続き，各党代表より議会会派の構成について説明

があり，社会党は会派構成員が３５名で会派代表はグレ

チェアヌ議員（党首）となる旨，民主党は会派構成員が３

０名で会派代表はフィリプ議員（首相）となる旨，ショール

党は会派構成員が７名で会派代表はショール議員（党首）

となる旨それぞれ発言した。選挙ブロックＡＣＵＭは，会

派については後日提出する旨説明した。 
▼ＡＣＵＭ，議会では２会派に分裂 

・２５日，ＡＣＵＭは，議会における会派が２つとなること

を発表。「行動と連帯」党（ＰＡＳ）系の会派は計１４名，「尊

厳と真実」党（ＤＡ）系の会派は１２名からなる。 
連立協議 

▼ＡＣＵＭ，少数内閣の組織を提案 

・２６日，ＡＣＵＭ選出議員は，サンドゥＰＡＳ党首を首相，

ナスターセＤＡ党首を議会議長とする提案を発表すると

ともに，既に提案している反オリガルヒ法に対する各会派

の支持を求めた。また，右提案を一刻も早く実施するた

めにＡＣＵＭとしては少数内閣を組織することとしたいと

した。 
▼ドドン大統領，主要政党代表と協議開始 

・２６日，ドドン大統領は，社会党，民主党及びＡＣＵＭの

代表とそれぞれ個別に協議を行った。 
・協議を終えたグレチェアヌ社会党党首は，現時点では

社会党はいずれの政党とも連立交渉を行っていないが，

引き続きＡＣＵＭからの前向きな回答を待っていると説

明した。 
・プラホトニュク民主党党首は，民主党としてはいずれの

政党との対話にもオープンであるとした。また，仮に早期

選挙となる場合には，その責任は民主党ではなく他の政

党にある旨述べた。 
・サンドゥＰＡＳ党首及びナスターセＤＡ党首は，ＡＣＵＭ

は少数内閣を組織するとの提案をドドン大統領に対して

説明したと述べた。 
その他 

▼レアンカ元首相，ルーマニアから欧州議員選挙に立

候補 

・２６日，レアンカ元首相（欧州統合担当副首相，欧州人

民党党首）は，来る欧州議会議員選挙にポンタ元ルーマ

ニア首相が率いるプロ・ルーマニア党から出馬する旨発

表した。世論調査によれば，同党からは３名の議員が選

出される可能性が高く，その場合レアンカ元首相は当選

する見込み。 
２．外政 

▼カメルーンと外交関係樹立 

・２８日，モルドバはカメルーンとの外交関係を樹立した。

両国代表はニューヨークにおいて，外交関係樹立に係る

議定書に署名した。これでモルドバは１４３カ国と外交関

係を設定した。 
▼ロシア外務省報道官，駐モルドバ米国大使を内政干

渉と批判 

・２９日，ロシア外務省のザハロワ報道官は，モルドバ新

議会に対する公式書簡において，在モルドバ米国大使

はモルドバ国民にとって唯一進むべき正しい道が米国と

欧州との関係強化であると言及し，モルドバの内政に干

渉しているとして批判した。 
３．経済 

▼大手電力・天然ガス企業の売却 

・１８日，スペイン系大手電力・天然ガス企業 Red Union 
Fenosa and Gas Natural Fenosa が今年中にチェコ及

びモルドバ資本に売却される予定と報じられた。 
▼大手銀行へのブルガリア資本の参入 

・１８日，ブルガリア資本 Doverie-Invest がモルドバ大手

銀行 Moldindconbank の株式の６３．８９％（３９．２百万ユ

ーロ相当）を取得したと公財産局（ＰＰＡ）が発表した。 
▼電気料金の値上げ 
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・１９日，複数のモルドバ電力供給会社は，国家エネルギ

ー規制局（ANRE）に対し，平均３％の電気料金の値上げ

を申請した。申請が認められれば，３月１日からさかのぼ

って電気料金が値上げとなる予定。 

▼生産者価格の動向 

・２０日，国家統計局（ＮＢＳ）は，２０１９年２月の生産者価

格が前月比０．３％下落したと発表した。鉱業が同１．６％

の下落，製造業が０．３％の下落，エネルギーが前月比

同レベルで推移。 

▼２月の対外債務 

・２０日，財務省は，今年２月末時点のモルドバの公的対

外債務が１６億６７百万 USD となり，１月末時点から３０百

万ＵＳＤ減少したと発表。これは，２０１７年１０月以来の低

水準。 

▼モルドバの携帯電話サービス 

・２２日，モルドバ国家電子通信情報技術規制局

（ANRCETI）は，２０１８年の携帯電話サービスの売上げ

による収入は１８７．２百万レイ（１１百万 USD）となり，対前

年比－５．６％になったと発表。モルドバにおける携帯電

話市場のシェアは，Orange Moldova６４．８％，Moldcell２

９．７％，Moldtelecom５．５％。 

▼ウンゲニーキシニョフ間ガスパイプライン建設工事 

・２２日，ガブリチ経済・インフラ相は，ルーマニアのトラン

スガズ社の代表と会談した。ルーマニア側によれば，モ

ルドバ国内のウンゲニ－キシニョフ間のガスパイプライン

工事は，本年４月末までに全区間で着工され，本年末ま

での開通にも見込みが出てきたとのこと。 

▼２月の対モルドバ外国送金減少 

・２５日の報道によれば，２０１９年２月の個人による対モ

ルドバ外国送金総額は８８．８３百万ＵＳＤで，前年同月

比５．２％の減少。ＥＵからの送金が全体の４４．５％を占

め，続いて，ＣＩＳ諸国の２１．７％となっている。 

▼２０１９年，２ヶ月で財政赤字５２．２百万ドル 

・２６日，財務省は，２０１９年の最初の２ヶ月で財政赤字

が８６８．７百万モルドバレイ（５２．２百万ＵＳＤ）となり，前

年同期間比で３６２．１百万モルドバレイの赤字増となっ

た旨発表。 

▼ＩＭＦミッションのモルドバ訪問 

・２５日，来訪中のＩＭＦミッションは，キク財務相及びガブ

リチ経済・インフラ相と会談した。ＩＭＦ側は，モルドバが，

特に，銀行，財政，税制及びエネルギー分野の改革が

必要であるとしつつも，引き続き支援を継続していく旨，

また改革状況をモニターしていく旨確認した。 

▼中国資本によるモルドバ高速道路建設 

・２６日，ユルク経済・インフラ省次官は，中国の建設会社

２社（中国高速道路グループ及び中国鉄道グループ）が

モルドバの総計３００km にわたる２本の高速道路建設に

関し，交渉が最終段階にあると述べた。１本目は首都環

状線，２本目は北部モルドバからウクライナ方面への高

速道路となる。総建設費の４００百万ＵＳＤは全額中国が

負担するか，全体の８５％を中国側が負担することにな

る。 

▼国立銀行総裁，黒海地域の中銀総裁会合出席 

・２８日，アルマシュ国立銀行総裁は，中央アジア・黒海

沿岸地域・バルカン諸国２６カ国で構成される中央銀行

総裁クラブ会合に出席し，経済・財政見通し，銀行制度

改革，持続可能な財政システムの創出をテーマに議論を

行った。 

▼ウィーン国際経済学研究所，２０１９－２０２１年の

モルドバ経済の急成長を予測 

・２８日，ウィーン国際経済学研究所は，２０１９年から２０２

１年までの中欧・東欧・南欧諸国の経済成長予測を発表

し，コソボ，アルバニア，モルドバが早急に成長するとし

た。モルドバは２０１９年３．８％，２０２０年３．６％，２０２１

年３．５％の予測。 

・モルドバ経済・インフラ省の２０１９年の経済成長予測は

４％，世銀の予測は３．８％。 

４．トランスニストリア 

▼黒海大学基金による世論調査結果 

・２８日，黒海大学基金（ルーマニア・アカデミー傘下）が

トランスニストリアで行った世論調査結果を発表。 
・自らのアイデンティティについて，トランスニストリア人と

答えた人は全体の３７．３％，ロシア人３５．７％，モルドバ

人１４％，ウクライナ人７．４％，ブルガリア人２．４％。 
・ロシアへの統合については３７．１％が賛成，独立すべ

きとの意見が２２．６％，モルドバと再統合すべきとの意見

は５．２％。 
・脅威となる国については，ウクライナ４１．９％，米国１３．

２％，モルドバ１３．２％，ルーマニア７％。また，９２．２％

がロシアを最良の経済的・政治的パートナーと認識。 
５．対日関係 

▼長野県東御市から桜１００本をモルドバに贈呈 

・２７日，２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックにお

いてモルドバ・ナショナルチームのホストタウンとなる長

野県東御市から桜１００本がモルドバに贈られることが発

表された。桜は，東御市と親交のあるカフール市などに

植樹される予定。 

 

 

（了） 


